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変更・修正

　　　　　　　　　切妻対応各図
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屋根幅中心

垂木45×60 @303 垂木45×60 @303
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●垂木の材寸・ピッチを面によって変える

垂木45×90 @333 垂木45×90 @333

垂木45×90 @333 垂木45×90 @333

166.5 166.5

SI屋根一体型ソーラー

　施工面

ガルバニウム鋼板

立平葺　効幅 333タイプ

※立平葺の場合、屋根の

　幅によって、中心に1列設ける場合と

　中心から両側に割り付ける場合が

　あります。
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ソーラー搭載面 ソーラー搭載しない面

●面の高さの差を30㎜設ける

100

ガルバニウム鋼板立平葺

縁材 30×40、30×75、30×90等

ケラバ板金(加工)
※ソーラー屋根一体型ケラバ部材と高さを合わせる

野地合板:厚12

垂木45×90

ソーラー搭載しない面

●ソーラー搭載しない面　ケラバ部分納まり例

30

●棟部分納まり例

ソーラー搭載しない面

換気棟:SSV-A

面土板金

ケミカル面土

ビス固定位置ビス固定位置

ダミーパネル

屋根一体型ソーラー搭載面

一体溝板

棟樹脂桟木40×60 部分使い 受材40×30

野地合板:厚12

野地合板:厚12

垂木45×60

垂木45×90

立平板金　立上り30㎜

■ 切妻への場合は、ソーラー設置しない面に下記の対応が必要となります。

□ソーラーを設置しない面は金属屋根立平葺で施工していただきます。

□ソーラー設置面と設置しない面で、垂木の材寸、ピッチが異なります。

□立平葺材のハゼ高さは30㎜タイプが納まり良くなります。

□棟包みはソーラー用の通気と屋根躯体通気が確保可能な棟換気部材を使用ください。

□立平葺のケラバ部分は、一体型ソーラー面部材と見付寸法を合わせるため、

　　唐草板金を使用せず、折り加工した部材を使用ください。


